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●情報掲示板／学校行事報告　●同窓会コーナー拡大版 ( 全国支部総会）

子羊からの一通の手紙
尚絅学院理事長／加藤正名

はばたき
1978年 尚絅学院高等学校卒業
グレート・パーソン代表／浅野純子さん　

卒業生コラム

［梅の花］
○チェンジ！／大学保育科教員　村山雅夫

教職員エッセイ

お
　
く
　
や
　
み

謹
ん
で

哀
悼
の
意
を

表
し
ま
す
。

尚絅誌
購読の
お願い

お申し込み先 尚絅学院後援会
事務局

TEL.022-264-5872  FAX.022-264-5830
E-mail:koenkai@shokei.ed.jp

この1冊で、尚絅学院の「いま」がよくわかります。

リニューアルしました！
学校と保護者の皆様を。母校と同窓生を。生徒と保護者の皆様を。
もっと尚絅を通じてつながって欲しい。
そんな気持ちで出来ました!

※9月のみ通常・入募集特集号同時発行

年6冊5回発送

③継続購読ご希望の方は、2,000 円以上ご入金いただく
か、毎年尚絅誌2 月号に後援会の専用振込用紙を同封
致しますので、それをご利用下さい。

④ご芳名掲載を望まない方は、匿名希望と振り込み用紙
の通信欄にご記入下さい。

①尚絅後援会にご入会いただくと、機関紙「尚絅」が年6
冊5 回発送されます。（会費は年額2,000 円か、その倍
数から受け付けています） 

②購読ご希望の方は、下記にお振込みいただくか、もしく
はお電話いただければ、こちらから専用振込用紙を郵
送致します。

尚絅誌の購読を通じて間接的に
母校への支援が出来ますので、ご協力宜しくお願い致します。

尚絅学院合唱団OGの活躍
尚絅合唱団50年の歴史を年表で追う

　わたくしたちはどうして生まれ
たのだろうか。もちろん両親がい
たからだが、究極的には、地球に
生命体が発生したからに他なら
ない。何十億年かが経ち、一度も
絶えることなく続いてきたのが、
今の私たちという生命体なので
ある。
　教員生活を続けていれば残念
なことに、学生を亡くすこともあ
る。これほど無念なことはない。
死ぬのだって順番というものが
あろうに、と残念でならないのだ。
　ここに至った生命の尊さを痛
切に思う。ある詩人の言葉を借り
れば「二十億光年の孤独」から奇
跡的に生まれ、ひどく低い確率で
相続されてきた稀有の生命体な
のだ、私たちは。　（T.O）

萩
前
信
子
様
（
75
歳
）

　（
中
学
昭
和
24
年
卒 

　
高
校
昭
和
27
年
卒
・
旧
姓
伊
勢
）

　
８
月
28
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

伊
勢
和
子
様
（
71
歳
）

　（
中
学
昭
和
28
年
卒 

高
校
昭
和
31
年
卒
）

　
９
月
13
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

宮
崎
吉
之
助
様
（
79
歳
）

　（
中
学
・
高
等
学
校
教
頭
　
齋
藤
公
夫
様
ご
義
父
）

　
11
月
20
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

馬
場
秀
和
様
（
65
歳
）

　（
大
学
生
活
環
境
学
科
教
員
　
馬
場
た
ま
き
様
ご
尊
父
）

　
11
月
26
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

佐
藤
ち
ゑ
様
（
86
歳
）

　（
大
学
表
現
文
化
学
科
長
　
梅
津
義
宣
様
ご
義
母
）

　
12
月
15
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

大
崎
光
枝
様
（
65
歳
）

　（
保
育
科
　
昭
和
36
年
卒
・
旧
姓
田
代
）

　
12
月
22
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

大
友
芳
郎
様
（
80
歳
）

　（
元
理
事
・
評
議
員
）

　
１
月
１
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

子育て悩んでないで、一緒に考えましょう！

尚絅学院大学子育て支援講座尚絅学院大学子育て支援講座

受講生募集中受講生募集中

後援：名取市教育委員会

しょうけい幼稚園
022-381-2270

と い あ わ せ

テーマ
今どきのパパママの
　　役割って何だろう？

講師

大豆生田啓友先生
おおまめうだひろとも

(関東学院大学人間発達学科准教授）

日時＆場所
2月14日（土）

名取市文化会館中ホール
13時～14時30分

表紙写真／中学生のみなさん 

建
設
整
備
事
業
募
金
へ
の
協
力
を

　
１
月
23
日
現
在
、同
窓
生
、ご
父
母
、教
職
員
、教
会
、企
業
の
皆
様(

５
１
５
件
）か
ら
総
額

２
０
、５
９
１
、１
７
６
円
の
ご
寄
付
を
お
寄
せ
頂
き
ま
し
た
。ご
協
力
頂
き
ま
し
た
皆
様
に

紙
面
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
尚
絅
学
院
の
募
金
活
動
は
、大
学
図
書
館
建
設
、中
高
運
動
施
設
の
整
備
、エ
ラ
・
オ
ー
・
パ

ト
リ
ッ
ク
ホ
ー
ム
の
復
元
を
目
的
と
し
た
、総
工
費
８
億
円
に
及
ぶ
大
き
な
事
業
で
す
。こ

れ
ら
は
、本
学
院
の「
建
学
の
精
神
」を
伝
え
、安
全
で
高
度
な
教
育
を
行
う
た
め
の
も
の
で
、

偏
に
、学
生
諸
氏
の
未
来
を
築
く
た
め
に
必
要
な
教
育
施
設
で
す
。世
界
的
な
不
況
の
中
で

募
金
活
動
は
大
変
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、一
口
で
も
結
構
で
す
。多
く
の
皆

様
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　(

募
金
事
務
室)

中高体育館等施設
充実した環境の下で学校生活を
送れるよう、体育館やグランド等
の施設を整備します。

●計画事業費：150,000,000 円
●募金目標額： 35,000,000 円

大学図書館建設
大学院を設置し、５学科構成の大
学へと発展したキャンパスにふさ
わしい図書館を建設します。

●建築事業費：600,000,000 円
●募金目標額：130,000,000 円

エラ・オー・パトリックホーム復元
尚絅の原点であるエラ・オー・パト
リックホームを名取キャンパスに
移転復元し、学院のシンボルとし
て創建当初の建物に再現します。

●建築事業費：70,000,000 円
●募金目標額：35,000,000 円

連絡・問い合わせ先
法人事務局募金事務室

電話…022-381-3334
FAX…022-381-3335

法人ホームページ上に募金報告を掲出しております。報告内に募
金いただいた皆様のご芳名を掲載させていただいております。

→尚絅学院で検索 建設整備事業募金をクリック
アドレス　http://ap.shokei.jp/bokin/ 

Informat ion

尚絅誌２月号に同封される
２種類の郵便振込み票について

後援会振込票
尚絅を応援して下さる方々による学校支援及
び尚絅誌発行の費用になります。会員の皆様
には「尚絅誌」をお届しております。

同窓会振込票
卒業生による同窓会活動支援のための会費に
なります。

それぞれの団体をご理解いただきまして、ご
支援の程よろしくお願い致します。

（尚、一般会員で送金済みの方々にも事務処理上同
封されますが、ご了解ください）

■後援会・同窓会両事務局



　
ま
た
、
地

方
公
演
も
定

期
的
に
開
催

し
、山
形
・
福

島
と
の
持
回

り
に
よ
る
３

県
高
校
合
唱

団
と
交
歓
定

期
演
奏
会
を

開
催
す
る
な

ど
活
動
は
急

速
に
発
展
。

朝
日
新
聞
社

や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が

主
催
す
る
コ

ン
ク
ー
ル
で

は
県
内
で
は

常
に
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
、又
団
員
の
多
い
こ
と
は
県
下
随
一

で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
10
年
を
経
過
し
た
頃
に
は
顧
問
の
先
生

も
４
人
に
増
え
ま
す
。
大
学
で
声
楽
や
ピ

ア
ノ
を
専
攻
し
た
先
生
、さ
ら
に
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
担
当
の
先
生
も
加
わ
り
ま
す
。
斎

藤
泓
先
生
の
身
上
と
さ
れ
た
、曲
の
解
釈
や

柔
ら
か
な
音
色
で
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
作

り
出
す
こ
と
を
課
題
と
し
て
、朝
・
昼
・
放
課

後
と
、練
習
は
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
こ
の
頃
、以
前
よ
り
熱
望
さ
れ
て

い
た
合
唱
団
の
た
め
の
曲
が
２
曲
つ
い
に
完

成
し
た
の
で
す
。
１
曲
目
は
卒
業
生
の
希
望

で
も
あ
っ
た
”
ク
ラ
ブ
ソ
ン
グ“
２
曲
目
は

組
曲
で
”
キ
ャ
ン
パ
ス
の
う
た“
ど
ち
ら
も

著
名
な
作
曲
家
と
、詩
人
で
作
詞
家
の
先
生

方
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
作
品
で
、団
歌
と
し

広瀬奈緒さん（平成4 年卒）
県内の大学学芸学部音楽科に
進学し、イギリスの王立音楽大
学古楽科を上級ソリスト・ディ
プロマ（国家演奏家資格）を
得て首席で卒業。在学中、ペー
ター・ピアーズ・デュオコンクー
ル3 位 入 賞。RCM 古 楽 コン

クール1位を得る。英語の美しい発音と深い表現力
には定評があり、古楽のフィールドでの新しい旗手
として、意欲的な活動を展開している。現在、尚絅中
高合唱団ヴォイストレーナー、尚絅音楽教室講師。

高橋絵里さん（平成3 年卒）
県内の大学学芸学部音楽科に
進学し、卒業後オランダのアム
ステルダム音楽院（旧スヴェー
リンク音楽院）に留学、ルネッサ
ンス、バロック期を中心とした
声楽を学び2002 年ホストグ
ラヂュエイトディプロマを取得

し卒業。現在は仙台を拠点に国内外でソロ、アンサ
ンブルの演奏活動を行っている。アンサンブルオ
ルフェ・尚絅音楽教室合唱団講師。

鈴木美紀子さん（平成元年卒）
県内の大学学芸学部音楽科に
進学し、卒業後ベルギー王立リ
エージュ音楽院に留学。1997 年
最優秀の成績で終了。プリミエ・
プリ（優秀賞）を受賞。現在は
フランスバロック音楽、中世、ル
ネッサンスアンサンブル、16・

18 世紀イギリス、ドイツ歌曲やオラトリオのソリス
トとして演奏活動を行っている。

　
ご
存
じ
で
す
か
？

　
尚
絅
学
院
に
響
き
渡
る
歌
声
の
主
。
さ

わ
や
か
に
、時
に
情
熱
的
に
響
き
渡
る
声
の

主
こ
そ
、「
尚
絅
学
院
合
唱
団
」で
す
。
今
回

の
特
集
で
は
、50
年
を
迎
え
た
合
唱
団
の
誕

生
か
ら
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
ひ
も
と
い
て

み
ま
し
ょ
う
。

　
本
校
で
の
合
唱
団
活
動
は
随
分
古
い
時

代
か
ら
続
け
ら
れ
て
来
ま
し
た
が
、「
聖
歌

隊
」と
し
て
誕
生
し
、宗
教
活
動
が
そ
の
主

な
も
の
で
し
た
。
そ
ん
な
折
、当
時
社
会
科

の
斎
藤
泓
先
生
を
中
心
に
、生
徒
達
が
大
変

な
努
力
を
し
た
結
果
、１
９
５
８
年（
昭
33

年
）４
月
に
音
楽
部
合
唱
団
が
発
足
し
た
の

で
す
。

　　
初
代
顧
問
は
も
ち
ろ
ん
斎
藤
先
生
。
団

員
は
１
０
０
数
名
い
た
と
い
い
ま
す
”
学

園
を
音
楽
の
花
が
充
満
し
た
楽
園
に
し
た

い“
と
い
う
想
い
を
胸
に
練
習
を
重
ね
、そ
の

年
の
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
初
出

場
乍
ら
東
北
大
会
ま
で
進
出
し
、高
校
女
声

の
部
で
見
事
第
２
位
の
成
績
を
収
め
た
の

で
す
。
そ
し
て
翌
年
６
月
、高
校
の
合
唱
団

と
し
て
は
東
北
・
北
海
道
で
は
最
初
の
単
独

演
奏
会
を
開
催
。
こ
れ
が
定
期
演
奏
会
の

始
ま
り
と
な
り
、第
２
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
仙
台
一
高
指
揮
者
が
、「
他
高

校
合
唱
団
を
刺
激
し
、一
種
の
ブ
ー
ム
を
呼

ん
だ
尚
絅
合
唱
団
の
果
た
し
た
役
割
は
誠

に
大
き
い
」と
評
価
し
た
の
で
し
た
。

SHOKEI   vol.464   02

尚
絅
の
歌
声
の
歴
史
、

歌
姫
達
の
お
話
。

て
歌
い
継
が
れ
て
い
く
合
唱
団
の
大
事
な

宝
物
と
な
り
ま
し
た
。

　
１
９
７
５
年（
昭
50
年
）高
校
時
代
に
合

唱
団
に
所
属
し
、現
在

顧
問
の
鈴
木
優
子
先
生

（
旧
姓
・
東
海
林
）が
音

楽
教
師
と
し
て
合
唱

団
の
顧
問
に
加
わ
り
、

歌
声
は
さ
ら
に
勢
い
を
増
し
て
い
き
ま
す
。

ま
す
ま
す
充
実
し
た
合
唱
団
は
１
９
７
７

年（
昭
52
年
）11
月
・
結
成
後
19
年
目
に
し
て

遂
に
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会

高
校
の
部
に
お
い
て
金
賞
を
受
賞
し
た
の

で
す
。

　
国
内
外
の
有
名
な
ア
ー
チ
ス
ト
達
が
演

奏
す
る
東
京
の
普
門
館
が
会
場
で
、指
揮
は

斎
藤
泓
先
生
、ピ
ア
ノ
伴
奏
は
斎
藤
真
知
子

さ
ん（
旧
姓
・
高
木
・
昭
47
年
卒
）で
し
た
。

　
そ
の
翌
年
の
１
９
７
８
年
に
は
、20
周
年

受
賞
記
念
定
期
演
奏
会
を
開
催
し
、秋
に
は

再
度
全
国
大
会
へ
シ
ー
ド
校
と
し
て
出
場

し
ま
し
た
。
そ
の
後
斎
藤
先
生
は
顧
問
を

退
任
し
、そ
の
熱
い
思
い
は
優
子
先
生
へ
と

受
け
継
が
れ
ま
し
た
。
ヴ
ォ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
本
格
的
に
練
習
に
取
り
入
れ
乍
ら
、

近
年
の
定
期
演
奏
会
で
は
合
唱
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
に
意
欲
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
コ

ン
ク
ー
ル
で
も
輝
か
し
い
成
績
を
残
し
て

い
ま
す
。

　
１
９
９
３
年（
平
成
５
年
）か
ら
は
、ア
メ

リ
カ
へ
の
聖
歌
隊
と
し
て
の
訪
問
や
、フ
ラ

ン
ス
へ
の
演
奏
旅
行
を
す
る
等
、海
外
へ
も

活
動
が
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
卒
業
生
も

指
揮
者
と
し
て
ソ
リ
ス
ト
と
し
て
プ
ロ
で

活
躍
し
て
い
る
方
が
、多
数
出
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
活
動
が
ま
す
ま
す
期
待
で
き

る
合
唱
団
。
皆
さ
ん
の
応
援
を
胸
に
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。

50
尚 絅 学 院 合 唱 団 の 歴 史

歌
声
も
高
ら
か
に
、

尚
絅
学
院
合
唱
団
の

鮮
や
か
な
始
ま
り
で
す
。

優
子
先
生
の
加
入
で
、

さ
ら
に
熱
く
！

念
願
の
金
賞
受
賞
！

50 周年記念コンサート
08 年10 月12 日（日）高校
礼拝堂に於いて、初代顧問
の斎藤先生指揮のもと、１
年前から準備を始めた合
唱団OG と現役生徒、さら
に管弦楽部も加わり、合同
の記念コンサートが盛大
に行われました。

響き渡る歓喜の歌声

SHOKEI
CHORUS
HISTORY

SHOKEI CHORUS        th ANNIVERSARY STORY 

1958年 4月
音楽部合唱団発足、斎藤
泓先生顧問に就任

1959年 6月
第1回定期演奏会

（於・仙台市公会堂）
東北・北海道初で最初の
高校合唱団単独演奏会
部員103名

1961年 3月
第1回古川定期演奏会

（於・古川高校講堂）
初の地方公演を開催し、
以後10年間継続開催

1975年 4月
東海林優子先生

（現：鈴木）顧問に就任

1977年 11月
全日本合唱コンクール
全国大会高校の部
金賞・文部大臣賞・日本放
送協会賞・津川賞・カワイ
賞・最優秀指揮者賞・ミュ
ンヘン国立音楽大学学
長賞を受賞

1978年 5月
斎藤泓先生宮城県合唱
連盟理事長に就任

1979年 3月
斎藤泓先生音楽部合唱
団顧問退任

2008年 第50回記念定期演奏会
（於・青年文化センター）
合唱ミュージカル

「不思議の国のアリス」
他

1993年 アメリカバプテスト
バイニエル大会に
聖歌隊として参加

1998年 フランスへの演奏旅行

2003年 アメリカバプテスト
バイニエル大会に
聖歌隊として再度参加

『
そ
の
会
場
は
、天
井
の
数
え
き
れ
な
い
程

の
明
る
い
光
が
印
象
的
で
し
た
。
初
め
て

の
全
国
大
会
で
緊
張
し
て
い
る
私
達
を
見

て
、斎
藤
先
生
が「
ま
る
で
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
み
た
い
だ
ね
」と
言
っ
て
下
さ
り
私
達
も

「
ほ
ん
と
綺
麗
！
こ
ん
な
所
で
歌
え
る
っ
て

幸
せ
！
」と
、ほ
ど
よ
い
緊
張
の
中
、大
変
気

持
ち
良
く
歌
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
結
果
発
表
さ
れ
た
時
は
、あ
ま
り
の
驚
き

で
各
自
そ
れ
ぞ
れ
の
喜
び
を
表
現
し
て
い

ま
し
た
。
文
部
大
臣
賞
、津
川
賞
、日
本
放

送
協
会
賞
、優
秀
指
揮
者
賞
、そ
し
て
カ
ワ

イ
賞
で
は
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
を
頂
い
た
と

思
い
ま
す
。
そ
の
日
の
夕
飯
は
祝
会
に
な

り
、仙
台
に
戻
っ
た
日
は
、仙
台
駅
で
軽
い

歓
迎
式
典
の
様
な
も
の
が
あ
り
、曲
を
披
露

し
ま
し
た
。
学
校
に
帰
っ
て
か
ら
そ
の
後

も
、礼
拝
堂
や
テ
レ
ビ
局
等
で
も
歌
い
、歌

う
度
に
感
動
が
込
み
上
げ
て
、私
は
い
つ
も

涙
を
流
し
な
が
ら
う
た
っ
て
お
り
ま
し
た
』

本年より男子部員も入り、ボ
ランティアコンサートへの
参加も多くなってきました。
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昭和58 年ミュージカ
ルを取り入れた頃

合
唱
部
O
G
　
池
田
な
お
み
さ
ん

当
時
の
思
い
出

合唱団 OG でソリストとして
活躍中の 3 人を紹介します。

「歌の勉強をしてみたら？」と顧問の鈴木優子
先生に声をかけてもらったのは、尚絅に入っ
て初めてのクリスマス礼拝の頃でした。それ
が私の音楽生活のスタート地点。当時は音大
を目指す先輩も周りには居なかったので、と
ても不安だったように覚えています。合唱部に
所属していた頃は礼拝や学校行事、コンクー
ルなどのため、次々に歌う機会を与えられまし
た。常に美しいハーモニーを求められたことに
よって培われたもの、それは今の私にとって
大きな宝物です。これからも尚絅合唱部の透
き通った歌声が響き続けますよう、願っていま
す。

初代顧問　斎藤泓
昭和27 年の春（今から56 年
前）、私は同志社大学卒業後、尚
絅女学院社会科教師として勤
務しました。当時はクラブの合
唱団というものは存在せず、聖

歌隊がありました。昔から合唱の好きだった私は、
合唱団結成の夢を抱きながらも、諸般の事情が許
さず時が流れ、昭和33 年4 月念願がかなって、音
楽部の顧問になった次第です。
　“学園を音楽の花が充満した楽園にしたい”そん
な夢を抱きながら、一生懸命、本当に楽しい時間を
放課後、生徒と共に過ごしたものです。翌年、単独で
定演を開くに就いて、随分学校当局に心配をかけ
ましたが、大成功裡にこの夢を果たす事が出来ま
した。多くの方達の暖かい御援助があったればこ
その事です。
　こうして、第1回定期演奏会がスタートしました。
以来、年1回10 年、20 年…と、時折自問自答する事
もありましたが、生徒諸君の頑張り様に励まされ
たものです。

合唱団の誕生2008

2007

1983

2003

アメリカへ聖歌隊と
して訪問しました。

金賞を受賞したときの
当時の新聞。
大きく掲載された。

オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
の
完
成
。

1977 年
全国大会 金賞受賞
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子
羊
か
ら
の

一
通
の
手
紙

005

第
5
回

ある日の浅野純子さんを追う！
TIME SCHEDULE

6:00 ニュースを見る・起床&ストレッチ

体操で体をほぐす・仕事のチェッ

クとタイムスケジュールの確認

8:00

9:10

朝食( 毎朝和食)

出発・本日講師予定の尚絅学院へ

15:30 レッスン終了・移動

15:50 専門学校にて

「ウォーキングと接遇対応」

の授業

17:20 授業終了・報告書記入・

その後一時帰宅し夕食

→再び出発

9:50 尚絅学院高等学校3 年生特別授業

講演「輝く女性であるために〜

マナー実践講座〜」

12:40 講演終了→軽食

13:30 プライベートレッスン　

「講師になるための個人アドバイ

スとプレゼンテーション法など」

18:30  フラダンス指導

（ A・Ｂクラス）終了後帰宅

21:00 家族と団欒

大
好
き
で
し
た
。同
級
生
と
は
毎
日
将

来
の
夢
を
語
り
合
っ
た
も
の
で
す
。３

年
時
に
は
現
国
の
菅
原
栄
先
生
の
素

晴
ら
し
い
ご
指
導
の
お
か
げ
で
、第
１

回
校
内
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
に

お
い
て
特
選
に
入
賞
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
も
良
い
思
い
出
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
学
生
時
代
は
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
だ

ら
け
の
私
で
し
た
が
、成
功
し
た
こ
と

は
自
分
が
苦
手
だ
と
思
っ
て
い
た
こ

と
ば
か
り
。先
生
や
良
き
先
輩
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
素
直
に
聴
き
何
事
に
も「
出

来
る
」と
、プ
ラ
ス
思
考
で
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。長
所
は
自

信
&
短
所
は
個
性
。苦
労
や
体
験
は
人

間
の
根
っ
こ
を
作
り
ま
す
。あ
き
ら
め

な
け
れ
ば
自
分
ら
し
い
美
し
い
花
が

咲
き
ま
す
よ
。

　
旧
約
の
詩
人
は
、創
造
主
た
る
神
が
私
た

ち
人
間
や
す
べ
て
の
生
き
も
の
の
生
活
空

間
と
し
て
こ
の
天
地
を
創
ら
れ
た
こ
と
に

対
し
て
、神
に
感
謝
し
、栄
光
を
神
に
帰
し

て
い
ま
す
。

　
教
会
の
主
日
礼
拝
プ
ロ
グ
ラ
ム
に「
交

読
」が
あ
り
ま
す
。こ
こ
で
は
、司
会
者
と
会

衆
と
が
交
互
に
詩
篇
を
交
読
し
ま
す
。私
は

詩
篇
19
編
を
交
読
す
る
と
き
、い
つ
も
胸
が

高
鳴
り
、お
ご
そ
か
で
心
が
引
き
し
ま
る
思

い
に
な
り
ま
す
。多
く
の
詩
人
や
作
曲
家
も

こ
の
雄
大
な
宇
宙
観
に
感
銘
を
受
け
ま
し

た
。讃
美
歌
74
番「
涯
し
も
知
ら
れ
ぬ
」は
こ

の
聖
句
に
基
づ
い
て
お
り
、ハ
イ
ド
ン
の
オ

ラ
ト
リ
オ「
天
地
創
造
」に
も
用
い
ら
れ
て

い
ま
す
。こ
の
讃
美
歌
が「
讃
美
歌
21
」に
採

ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
残
念
で
す
。

　
旧
約
の
詩
人
は
、地
球
が
丸
い
こ
と
を
知

り
ま
せ
ん
。ま
し
て
や
、人
類
が
60
億
人
に

も
増
え
た
こ
と
も
知
り
ま
せ
ん
。今
や
地
球

は
無
限
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。一
方
で
資
源
の

枯
渇
、他
方
で
温
暖
化
や
環
境
破
壊
が
生
じ

て
い
ま
す
。一
方
で
、食
物
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

豊
か
に
消
費
す
る
人
々
が
い
ま
す
が
、他
方

で
は
、飢
え
と
寒
さ
に
苦
し
ん
で
い
る
人
々

が
い
ま
す
。私
た
ち
に
こ
れ
ま
で
の
も
の
に

依
存
し
た
生
活
様
式
を
変
革
し
て
、人
間
が

共
に
生
き
ら
れ
る
持
続
可
能
な

社
会
を
目
指
し
、旧
約
の
詩
人

に
和
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

天
は
神
の
栄
光
を
物
語
り
大
空
は
御
手
の
業
を
示
す
。

昼
は
昼
に
語
り
伝
え
夜
は
夜
に
知
識
を
送
る

話
す
こ
と
も
、語
る
こ
と
も
な
く
声
は
聞
こ
え
な
く
と
も

そ
の
響
き
は
全
地
に
そ
の
言
葉
は
世
界
の
果
て
に
向
か
う
。

そ
こ
に
、神
は
太
陽
の
幕
屋
を
設
け
ら
れ
た
。

太
陽
は
、花
婿
が
天
蓋
か
ら
出
る
よ
う
に

勇
士
が
喜
び
勇
ん
で
道
を
走
る
よ
う
に
天
の
果
て
を
出
で
立
ち

天
の
果
て
を
目
指
し
て
行
く
。

そ
の
熱
か
ら
隠
れ
う
る
も
の
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
詩
篇
19
編
２
節
か
ら
７
節
）

尚
絅
学
院
理
事
長

加
藤
正
名

大学保育科教員　村山　雅夫

　
海
の
向
こ
う
ア
メ
リ
カ
で
は
、オ
バ
マ
氏

が
チ
ェ
ン
ジ
を
掲
げ
マ
ケ
イ
ン
氏
に
大
統
領

選
で
大
勝
利
し
、44
代
ア
メ
リ
カ
初
の
黒
人

大
統
領
が
誕
生
し
た
。

　
一
方
、日
本
国
内
で
は
、こ
の
２
年
間
で
３

人
も
の
総
理
が
変
わ
っ
た
。小
泉
政
権
後
の

行
政
改
革
の
後
継
者
と
し
て
の
阿
倍
総
理

は
体
調
不
良
を
理
由
に
途
中
で
政
権
を
放

棄
し
、代
わ
っ
た
福
田
総
理
も
自
ら
自
信
喪

失
に
陥
り
「
私
は
あ
な
た
と
は
違
う
ん
で

す
。」と
い
う
セ
リ
フ
を
残
し
て
政
権
を
放
棄

し
、待
ち
に
待
っ
た
３
人
目
の
麻
生
総
理
が

誕
生
し
た
。と
こ
ろ
が
、そ
の
後
も
自
ら
の
失

言
や
失
態
で
国
民
や
閣
僚
議
員
か
ら
の
信

頼
を
失
い
、足
下
が
ぐ
ら
つ
き
つ
つ
あ
る
。麻

生
政
権
は
未
解
決
の
課
題
が
山
積
み
す
る

中
、迷
走
し
求
心
力
低
下
で
政
界
再
編
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。そ
ん
な
折
り
、サ
ブ
プ
ラ
イ

ム
ロ
ー
ン
に
端
を
発
し
、リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ

ザ
ー
ズ
が
破
綻
し
、世
界
的
金
融
危
機
を
引

き
起
こ
し
た
。ア
メ
リ
カ
で
は
、１
０
０
年
に

１
度
の
金
融
危
機
と
言
わ
れ
て
い
る
。強
大

な
ア
メ
リ
カ
経
済
と
自
由
競
争
の
シ
ン
ボ

ル
で
あ
っ
た
ビ
ッ
ク
３
、G
M
、フ
ォ
ー
ド
、

ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
が
瀕
死
の
状
態
で
あ
る
。

　
そ
の
波
は
日
本
国
内
に
も
押
し
寄
せ
日

本
列
島
を
飲
み
込
も
う
と
し
て
い
る
。ト
ヨ

タ
、ソ
ニ
ー
、キ
ャ
ノ
ン
な
ど
の
大
手
企
業
で

大
幅
な
リ
ス
ト
ラ
を
余
議
な
く
さ
れ
て
い

る
。内
定
取
り
消
し
も
生
じ
て
い
る
。日
本
の

将
来
を
担
う
若
者
に
希
望
が
見
え
な
い
。

　
阿
倍
、福
田
、麻
生
の
３
氏
は
名
門
中
の
名

門
で
あ
る
。長
嶋
、王
、野
村
の
３
代
の
父
親

は
野
球
と
は
無
縁
で
あ
っ
た
。ス
ポ
ー
ツ
界

で
何
代
も
ス
タ
ー
が
続
く
こ
と
は
な
い
が
、

政
界
で
は
何
代
も
続
く
。国
会
議
員
の
半
分

以
上
が
２
世
、３
世
議
員
で
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。政
治
家
は
よ
く
、国
民
の
目
線
に

立
っ
た
政
治
を
、と
気
軽
に
口
に
す
る
が
、本

当
に
そ
う
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。大
学
を
出
て

も
職
に
就
け
な
い
、こ
れ
は
最
悪
で
あ
る
。

オ
バ
マ
氏
のC

h
a

n
g

e
 h

a
s c

o
m

e
 to

 

A
m

e
ric

a

の
ご
と
く
に
、Ch

a
n
g

e
 h

a
s 

c
o

m
e

 to
 Ja

p
a

n

の
日
が
い
つ
に
な
っ

た
ら
訪
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

チェンジ!

日本国内に
突如押し寄せた大波。
日本が変わるのは、
いつの日のことか。

　
洋
裁
や
手
芸
が
得
意
な
母
の
趣
味

(

腕
は
プ
ロ
級)

の
お
か
げ
で
、手
作
り

の
洋
服
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
雑
誌
に
囲

ま
れ
て
育
ち
ま
し
た
。ま
た
父
が
店
舗

付
自
宅
を
建
設
し
て
お
り
、貸
し
店
舗

に
は
染
物
屋
・
お
茶
屋
・
婦
人
服
洋
裁

店
・
紳
士
服
オ
ー
ダ
ー
店
が
入
り
自
然

に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
学
び
ま
し
た
。

そ
れ
と
、母
が
作
る
服
の
モ
デ
ル
や
子

供
の
頃
か
ら
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

を
観
に
行
っ
て
い
た
こ
と
と
、
身
長

１
７
８
ｃ
ｍ
の
体
型
が
、
モ
デ
ル
に

な
っ
た
原
点
だ
と
思
い
ま
す
。

　
パ
リ
コ
レ
で
は
ど
ん
な
ス
ー
パ
ー

モ
デ
ル
も
毎
回
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
が

あ
り
、合
格
し
た
モ
デ
ル
だ
け
が
出
演

す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。し
か
し
、本

番
当
日
に
ふ
ざ
け
た
り
元
気
が
な
い

モ
デ
ル
は
容
赦
な
く
解
雇
さ
れ
る
ん

で
す
。最
高
の
ス
テ
ー
ジ
は
最
高
の
プ

ロ
意
識
が
あ
る
者
の
み
。世
界
の
一
流

の
方
の
共
通
点
は
、
信
念
と
夢
を
持

ち
・
謙
虚
で
人
柄
が
良
く
、人
を
喜
ば

せ
る
こ
と
が
大
好
き
で
す
ね
。

　
清
ら
か
な
礼
拝
堂
の
雰
囲
気
と
、礼

拝
堂
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
イ
エ
ス
さ

ま
の
優
し
い
微
笑
み
。皆
で
歌
う
賛
美

歌
は
心
の
広
さ
を
養
っ
て
く
れ
る
よ

う
で
、と
て
も
好
き
で
し
た
。担
任
の

今
村
千
代
先
生
や
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
も

こ
の
仕
事
を
選
ん
だ

き
っ
か
け
は
？

仕
事
上
の
印
象
的
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
は
？

グ
レ
ー
ト
・
パ
ー
ソ
ン
代
表

浅
野
　
純
子
さ
ん

１
９
７
８
年 

尚
絅
学
院
高
等
学
校
卒
業

Junko Asano
尚
絅
時
代
の
思
い
出
　

夢
を
追
う
尚
絅
生
に

ア
ド
バ
イ
ス
を

1978年
1981年

1982年

1991年

1998年

何事もプラスに。
「出来る！」という
思いが大事です。
長所や短所も、
あなたの魅力。

尚絅学院高等学校卒業
ミス・インターナショナル、
ミス・ワールド宮城県代表
ファッションモデル界デビュー、
パリコレクション、ミラノコレクション
ローマ・オートクチュールコレクッション、                
東京コレクションなど多数のショー
に出演、その後、宝石メーカー企画室長就任
自己を磨くなどを総合的に学ぶ、ジョン・ロ
バート・パワーズフィニシングスクール仙台
校副校長就任
グレート・パーソン代表（輝いて生きる人づ
くり）として、自己改革、マナー、美しい身のこ
なし、就職支援など幅広く人間の可能性や魅
力を引き出す研修や講演を行っている



各
学
校
か
ら
の
お
知
ら
せ

情
報
掲
示
板

立
春
も
過
ぎ
、暦
の
上
で
は
と
う
に
春
の
季
節
。

ま
だ
ま
だ
肌
寒
い
で
す
が
、春
を
目
の
前
に
賑
や
か
な
校
内
で
す
。

こ
れ
か
ら
や
っ
て
来
る
新
し
い
笑
顔
と
、桜
の
季
節
を
心
待
ち
に
し
、

今
を
思
う
存
分
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

SHOKEI   vol.464   06 07   SHOKEI   vol.464

● 

中
学
校
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　
県
・
中
学
校
新
人
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　
選
抜
大
会
　
県
大
会
　
ベ
ス
ト
８

　
平
成
20
年
青
葉
C
U
P

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
　
優
勝

● 

高
校
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　
第
45
回
仙
台
市
民
総
合
体
育
大
会

　
女
子
ダ
ブ
ル
ス
２
部
Ｂ

　
第
１
位
　
齋
藤
希
美
　
永
澤
莉
奈

　
第
２
位
　
鈴
木
彩
夏
　
桜
井
香
菜

● 

第
57
回
宮
城
県
高
等
学
校
書
道
展
覧
会

　
第
３
部（
漢
字
か
な
交
じ
り
部
門
）

　
　
　
　  

推
薦
　
鈴
木
麻
美（
３
年
６
組
）

　
　
　
　  

特
選
　
加
藤
早
織（
３
年
３
組
）

　
第
１
部（
漢
字
部
門
）

　
　
　
　  

金
賞
　
佐
藤
彩
香（
３
年
７
組
）

　
　
　
　
　
　
　  

岡
崎
友
美（
３
年
１
組
）

　
　
　
　
　
　
　  

小
林
あ
い（
３
年
５
組
）

の
時
間
と
な
り
ま
し
た
。特
に
ク
リ
ス
マ

ス
の
喜
び
を
分
か
ち
合
う
た
め
に
手
作
り

で
栞
や
カ
ー
ド
を
作
成
し
、心
温
ま
る
交

流
が
各
学
年
と
も
で
き
た
こ
と
を
嬉
し
く

思
い
ま
す
。
今
後

も「
与
え
る
喜
び
、

共
に
喜
ぶ
」の
気

持
ち
を
大
切
に
し

て
学
校
生
活
を
送

れ
る
よ
う
に
と

願
っ
て
い
ま
す
。

（
中
高
教
員
　
　

井
上
真
理
子
）

幼
稚
園
で
は
12

月
17
日（
水
）・
18

日（
木
）（
年
中
・
長

組
の
た
て
わ
り
ペ

ア
）、19
日（
金
）（
年

少
組
）の
３
日
間
の

日
程
で
ク
リ
ス
マ

ス
礼
拝
を
守
り
、保

護
者
の
方
々
や
ご

家
族
の
方
々
と
共
に
イ
エ
ス
様
の
お
誕
生
を

　
今
年
度
の
学
院
教
職
員
ク
リ
ス
マ
ス
礼

拝
は
、12
月
１
日（
月
）の
夕
刻
、名
取
キ
ャ

ン
パ
ス
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
林
孝
男
宗
教
主
任
の
司
式
、中
高
の

小
川
祐
弥
先
生
の
奏
楽
に
よ
り
、厳
か
な

雰
囲
気
の
中
、礼
拝
が
守
ら
れ
ま
し
た
。今

年
の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
は
仙
台
北
三
番
丁

教
会
牧
師
の
江
連
実
先
生
で
し
た
。「
来
る

べ
き
方
」と
題
し
て
、隣
人
を
愛
す
る
こ
と

の
意
義
を
さ
ま
ざ
ま
例
を
用
い
て
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　
第
２
部
の
祝
会
は
、中
高
の
小
林
智
美

雄
先
生
と
幼
稚
園
の
川
田
裕
子
先
生
司
会

の
も
と
、
幅

広
い
年
齢
層

の「
新
人
」の

方
々
へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー

な
ど
を
交

え
、
楽
し
く

愉
快
な
時
を

過
ご
し
ま
し

た
。（
企
画
調

整
課
　
今
田

和
人
）

　
12
月
18
日

（
木
）
イ
ズ
ミ

テ
ィ
ー
21
に
お

い
て
ク
リ
ス
マ

ス
礼
拝
が
行
わ

れ
ま
し
た
。当
日

は
、
全
校
生
徒
、

卒
業
生
や
保
護

者
、一
般
の
方
々

が
１
つ
に
な
っ

て
、預
言
者
イ
ザ

ヤ
の
預
言
か
ら

復
活
ま
で
イ
エ

ス
様
の
生
涯
を

振
り
返
る
”
礼

拝
劇“
を
奉
げ
ま
し
た
。特
に
礼
拝
劇
の

キ
ャ
ス
ト
や
管
弦
楽
は
、生
徒
・
教
職
員
・

P
T
A
・
卒
業
生
・
尚
絅
音
楽
教
室
の
生
徒

な
ど
幅
広
い
人
達
で
構
成
さ
れ
、少
な
い

準
備
時
間
を
有
効
に
使
い
、真
剣
に
練
習

に
取
り
組
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。当
日

は
そ
の
結
果
が
現
れ
、今
年
も
素
晴
ら
し

い
礼
拝
を
イ
エ
ス
様
に
奉
げ
る
事
が
で
き

ま
し
た
。

２
０
０
９
年
の

ク
リ
ス
マ
ス
礼

拝
は
県
民
会
館

で
12
月
19
日

（
土
）の
予
定
で

す
。

（
中
高
宗
教
主
任

　
佐
藤
洋
晴
）

　
中
学
校
で
は
約
２
ヶ
月
か
け
て
12
月
12

日（
金
）奉
仕
の
日
に
む
け
て『
奉
仕
と
は

何
か
？
』と
考
え
、準
備
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。１
年
生
は
校
外
学
習
の
学
び
で
お
世

話
に
な
っ
た
八
幡
町
界
隈
の
清
掃
活
動
、

２
年
生
は
老
人
ホ
ー
ム
洛
風
苑
訪
問
な
ら

び
に
清
掃
活
動
、３
年
生
は
啓
佑
学
園
で

交
流
奉
仕
を
し
、そ
れ
ぞ
れ
楽
し
い
奉
仕

　
11
月
25
日（
火
）、創
立
記
念
礼
拝
が
持

た
れ
ま
し
た
。今
年
は
、同
窓
会
よ
り
紹
介

し
て
頂
い
た
菊
田
弘
子
氏（
１
９
５
５
年

高
校
卒
業
）よ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
き
ま

し
た
。尚
絅
生
時
代
の
思
い
出
を
通
し
て
、

多
く
の
人
々
の
祈
り
と
献
金
に
よ
っ
て
尚

絅
が
生
ま
れ
、神
様
の
導
き
の
も
と
に
歩

ん
で
き
て
い
る
事
を
わ
か
り
や
す
く
お
話

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。ま
た
、翌
日
の
26

日（
水
）も
創
立
を
覚
え
て
、石
田
由
紀
子
氏

（
１
９
４
９
年
本
科
卒
業
）に
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
頂
き
ま
し
た
。卒
業
の
時
に
贈
ら
れ
た
聖

句「
だ
か
ら
、人
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
思

う
事
は
何
で
も
あ
な

た
が
た
も
人
に
し
な

さ
い
。こ
れ
こ
そ
律
法

と
預
言
者
で
あ
る
」を

バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
し
て

い
る
石
田
氏
の
歩
み

は
、過
去
も
現
在
も
聖

書
の
御
言
葉

に
導
か
れ
て

い
る
尚
絅
生

を
あ
ら
た
め

て
確
認
す
る

事
が
出
来
ま

し
た
。

（
中
高
宗
教
主

任
　
佐
藤
洋

晴
）

　
昨
年
同
様
、３
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
の
修

学
旅
行
で
し
た
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
は
21
日
間
の
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
中
心
と
し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
現

地
高
校
生
と
の
交
流
と
授
業
体
験
を
し
て

き
ま
し
た
。「
楽
し
か
っ
た
よ
」と
い
う
言
葉

を
聞
い
て
、言
葉
の
違
い
を
乗
り
越
え
て
生

活
で
き
た
こ
と
を
喜
ん
で
い
ま
す
。

　
沖
縄
は
唯

一
国
内
戦
の

あ
っ
た
場
所
。

戦
跡
を
訪

ね
、そ
こ
で
起

こ
っ
た
出
来

事
に
思
い
を

馳
せ
る
こ
と

が
出
来
ま
し

た
。ま
た
沖
縄

幼
稚
園

イ
エ
ス
様
の
誕
生
を
祝
い
ま
し
た

ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝

法
人
事
務
局

教
職
員
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝

の
人
と
風
土
に
触
れ
、心
豊
か
に
さ
れ
て
元

気
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　
韓
国
で
の
思
い
出
は
釜
山
に
あ
る
姉
妹

校
イ
サ
ベ
ル
高
校
と
の
交
流
で
す
。子
ど
も

た
ち
が
別
れ
を
惜
し
む
姿
は
何
度
目
に
し

て
も
、心
打
た
れ
ま
す
。新
し
い
両
国
の
関
係

を
築
く
の
は
彼
ら
に
期
待
し
ま
す
。

（
２
学
年
主
任
　
竹
内
紀
幸
）

　
11
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
、私
た
ち

は
沖
縄
・
韓
国
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
３
コ
ー

ス
に
分
か
れ
て
修
学
旅
行
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ス
別
に
行
わ
れ
た

事
前
学
習
を
経
て
、私
た
ち
は
深
い
学
び
を

し
て
き
ま
し
た
。沖
縄
で
は
、豊
か
な
自
然

に
触
れ
、戦
争
の
歴
史
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、ホ
ー
ム
ス
テ

イ
の
家
族
と
の
触
れ
合
い
を
通
し
て
生
活

ス
タ
イ
ル
の
違
い
を
実
感
し
ま
し
た
。私
が

行
っ
た
韓
国
で
は
、イ
サ
ベ
ル
生
と
の
交
流

を
深
め
、言
葉
が
通
じ
な
い
中
で
も
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
喜
び
を
知
り
ま

し
た
。慶
州
で
は
、

独
立
記
念
館
の

見
学
を
し
て
、日

韓
の
間
で
起
き

た
悲
惨
な
歴
史

の
背
景
を
目
の

当
た
り
に
し
、愕

然
と
し
ま
し
た
。

歴
史
を
知
っ
た

今
、私
た
ち
に
求

め
ら
れ
て
い
る

　
12
月
16
日
（
火
）13
時
30
分
よ
り
電
力

ホ
ー
ル
で
、ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
を
守
り
ま
し

た
。宗
教
主
任
の
小
林
孝
男
先
生
が
「
闇
の

子
供
た
ち
・
ク
リ
ス
マ
ス
！
」と
題
し
て
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
く
だ
さ
い
ま
し
た
。カ
ン
ボ
ジ
ア

の
プ
ノ
ン
ペ
ン
市
内
に
あ
る
女
性
た
ち
の
企

業
体
「
フ
ェ
ア
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」の
話
で
し

た
。そ
の
た
め
に
席
上
献
金
が
な
さ
れ
ま
し

た
。残
念
な
こ
と
に
必
要
な
25
万
円
は
満
た

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。可
能
な
方
は
大
学
宗

教
部
ま
で
献
金
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。礼
拝

高
等
学
校

神
様
の
お
導
き
に
感
謝
し
て

創
立
記
念
礼
拝

後
は
ク
リ
ス

マ
ス
音
楽
会

が
行
わ
れ
ま

し
た
。ハ
ン
ド

ベ
ル
演
奏
や

独
唱
、ク
リ
ス

マ
ス
・
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の

合
唱
の
後
、き

よ
し
こ
の
夜

を
全
員
で
讃

美
し
ま
し
た
。

（
宗
教
部
　
健

康
栄
養
学
科

教
員
　
佐
藤

玲
子
）

中
学
校

イ
エ
ス
様
の
生
涯
を
振
り
返
り
ま
し
た

ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝

奉
仕
の
日
の
取
り
組
み

心
温
ま
る
交
流
で
し
た

喜
び
祝
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
年
中
・
長
組
の
礼
拝
の
中
で
は
、子
ど
も
た

ち
が
降
誕
劇
を
演
じ
、見
て
い
た
方
々
は
、子

ど
も
た
ち
の
か
わ
い
ら
し
さ
と
一
生
懸
命
な

姿
に
、思
わ
ず
笑
い
が
出
た
り
、拍
手
が
沸
き

起
こ
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
通
し
て
、ク
リ
ス
マ

ス
の
夜
の
す
ば
ら
し
い
出
来
事
を
ご
理
解
し

て
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　（
幼
稚
園
教
員
　
坂
本
由
佳
里
）

そ
の
他
の
行
事
報
告

（
幼
稚
園
で
行
わ
れ
た
そ
の
他
の
行
事
で
す
）

ハロウィン
10月30日(木）

修
学
旅
行

様
々
な
場
所
で
学
び
楽
し
み
ま
し
た

受
賞
入
賞
の
お
知
ら
せ

大
学
・
短
期
大
学

引
き
続
き
募
金
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す

ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝

　
私
達
尚
絅
学
院
大
学
管
弦
楽
団
の
第
15
回

定
期
演
奏
会
は
、12
月
21
日
（
日
）に
大
盛
況

で
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
が
、本
番
ま

で
の
道
の
り
は
、決
し
て
た
や
す
い
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。ひ
と
り
ひ
と
り
の

演
奏
者
と
し
て
の
責
務
や
、精
神
的
に
も
体

力
的
に
も
辛
い
長
時
間
の
練
習
な
ど
に
、何

度
も
く
じ
け
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、

指
揮
者
で
あ
る
高
木
和
男
先
生
の
熱
心
な
指

導
や
、多
く
の
方
々
か
ら
の
ご
支
援
が
あ
り
、

本
番
は
演
奏
者
で
あ
る
私
達
だ
け
で
な
く
、

お
客
様
の
心
に
も
残
る
演
奏
を
披
露
す
る
こ

と
が
出
来
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
演
奏
会
の
為
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆

様
に
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

（
実
行
委
員
長
　
保
育
科
２
年
　
石
黒
絵
美
）

み
ん
な
の
努
力
の
た
ま
も
の
で
し
た

大
学
管
弦
楽
団
定
演

こ
と
は
、同
じ
過
ち
を
繰
り
返
さ
ず
国
境
を

越
え
た
友
好
関
係
を
築
く
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
修
学
旅
行
を
通
し
て
、

文
化
的
な
違
い
や
人
の
温
か
み
を
感
じ
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。こ
の
体
験
を
糧
に
視

野
を
広
げ
、学
び
を
更
に
深
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

中
高
P
T
A
活
動
報
告

保育科の学生や、法人職員とダン
スで楽しく交流しま
した。

出
逢
い
か
ら
得
た

感
動
と
学
び

２
年
６
組
　
森
文
誉

２
０
０
５
年
よ
り
約
２
年
間
役
員
を
中
心
に
、文
化

祭
バ
ザ
ー
や
エ
ラ
オ
記
念
切
手
の
販
売
、旧
役
員
へ

の
呼
び
か
け
な
ど
を
通
し
て
募
金
活
動
を
続
け
て
き

ま
し
た
。`

08
年
９
月
に
総
額
￥
５
２
６
、０
０
０
円

に
な
り
、こ
の
度
エ
ラ
オ
改
築
と
し
て
、学
校
に
寄
付

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
元
P
T
A
会
長
　
三
浦
祐
二
）



各
学
校
か
ら
の
お
知
ら
せ

情
報
掲
示
板

の
方
法
な
ど
を

昼
休
み
な
ど
の

時
間
を
使
い
何

度
も
話
し
合
い

ま
し
た
。

　
今
年
の
コ
ン

テ
ス
ト
に
は
初

回
と
な
る
去
年

を
大
き
く
上
回
る
68
件
の
応
募
が
あ
り
、書

類
審
査
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
20
組
が
、去
る

11
月
８
日（
土
）に
国
際
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

た
県
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。そ
の
中
か
ら

来
年
２
月
に
行
わ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場

す
る
事
に
な
る
最
優
秀
賞(

宮
城
県
知
事
賞)

を
は
じ
め
９
つ
の
優
秀
賞
が
選
ば
れ
ま
し
た

が
、今
大
会
で
は
こ
れ
ら
10
の
賞
に
加
え
、生

活
環
境
学
科
の
学
生
・
教
授
が
選
ぶ
尚
絅
学

院
大
学
生
活
環
境
学
科
賞
と
い
う
特
別
賞
を

贈
る
と
い
う
機
会
を
頂
き
ま
し
た
。

　
実
行
委
員
で
は
ど
の
よ
う
な
観
点
か
ら
賞

を
決
め
る
か
と
い
う
こ
と
も
話
し
合
い
、学

生
の
視
点
か
ら
取
り
組
ん
で
み
た
い
と
思
え

る
よ
う
な
発
表
に
対
し
て
賞
を
贈
る
こ
と
と

な
り
、カ
キ
殻
を
利
用
し
た
水
質
浄
化
等
に

取
り
組
む
旭
洋
設
備
工
業
株
式
会
社
に
決
ま

り
ま
し
た
。

　
今
回
、僕
は
実
行
委
員
長
と
し
て
計
画
の

段
階
か
ら
当
日
の
会
場
設
営
・
運
営
な
ど
非

常
に
大
き
な
活
動
の
機
会
を
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
運

営
の
難
し
さ
な
ど
と
と
も
に
、協
力
し
て
成

し
遂
げ
る
こ
と
の
喜
び
や
、ま
た
様
々
な
温

暖
化
対
策
の
活
動
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、自

分
の
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
生
か
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

衣
さ
ん
、同
・
木
村
泉
美
さ
ん
の
２
人
が
参

加
し
、名
取
市
長
か
ら
表
彰
状
と
賞
品
を
受

け
取
り
ま
し
た
。受
賞
作
品
の
一
部
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

入
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

（
生
活
環
境
学
科
教
員
　
渡
邊
千
恵
子
）

　　
エ
コ
de
ス
マ
イ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
in
み
や
ぎ

２
０
０
８
は
、企
業
や
団
体
、個
人
な
ど
地
球

温
暖
化
防
止
に
つ
な
が
る
よ
う
な
活
動
な
ど

を
募
集
し
表
彰
し
よ
う
と
い
う
コ
ン
テ
ス
ト

で
、今
年
で
２
回
目
に
な
り
ま
す
。今
年
は
こ

の
コ
ン
テ
ス
ト
に
尚
絅
学
院
大
学
生
活
環
境

学
科
が
特
別
協
力
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
生
活
環
境
学
科
で
は
有
志
で
実
行
委
員
を

募
り
、当
日
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
運
営

　
管
理
栄

養
士
の
取
得

を
目
指
し
、

尚
絅
で
学
ん

だ
こ
の
４
年

間
は
私
に
と
っ

て
大
変
充
実
し

た
も
の
で
し
た
。

入
学
当
初
は
、

び
っ
し
り
の
授
業
や
１
人
暮
ら
し
の
寂
し

さ
か
ら
、辞
め
て
し
ま
い
た
い
と
思
う
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、家
族
や
友
人
の

支
え
と
、管
理
栄
養
士
に
な
り
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
、４
年
間
頑
張
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
大
学
生
活
の
中
で
、栄
養
教
諭
の
資
格
取

得
や
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
様
々
な
こ
と
に
挑

戦
し
て
き
ま
し
た
。た
く
さ
ん
の
人
々
と
出

会
い
、専
門
知
識
だ
け
で
な
く
、人
と
人
と

の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
な
ど
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。就
職
を
決
め
る
に
あ
た
っ

て
は
、当
初
か
ら
学
校
や
行
政
の
管
理
栄
養

士
と
し
て
働
き
た
い
と
考
え
て
い
た
た
め
、

公
務
員
試
験
を
受
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

大
学
の
忙
し
い
合
間
を
縫
っ
て
、８
ヶ
月
ほ

ど
コ
ツ
コ
ツ
と
勉
強
に
取
り
組
み
、な
ん
と

か
合
格
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
管
理
栄
養
士
と
し
て
実
際
に
働
く
こ
と

は
と
て
も
大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
、尚
絅
で

学
ん
だ
こ
と
や
積
極
的
な
姿
勢
を
忘
れ
ず
、

『
食
』を
通
じ
て
人
々
に
幸
せ
を
与
え
ら
れ

る
よ
う
な
管
理
栄
養
士
に
な
れ
る
よ
う
、前

向
き
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

　
10
月
29
日（
水
）13
時
半
よ
り
Ｊ
Ｒ
名
取

駅
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、名
取

市
が
男
女
共
同
参
画
の
推
進
活
動
の
一
環

と
し
て
実
施
し
た「
川
柳
・
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
」の
受
賞
者
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
学
か
ら
は「
川
柳
部
門
」に
多
数
の
学
生

が
応
募
し
、厳
正
な

審
査
の
結
果
、優
秀

賞
こ
そ
逃
し
ま
し
た

が
９
人
の
入
賞
を
果

た
し
ま
し
た
。表
彰

式
に
は
表
現
文
化
学

科
２
年
生
の
今
田
華

　
入
学
し
た
と
き
は
、３
年
後
な
ど
ま
だ
先

の
事
だ
と
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、も
う
卒
業

だ
と
思
う
と
３
年
間
は
と
て
も
早
か
っ
た

気
が
し
ま
す
。尚
絅
で
過
ご
し
た
日
々
を
振

り
返
る
と
、私
に
と
っ
て
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
部

で
の
生
活
が
１
番
大
き
な
も
の
で
し
た
。毎

日
辛
い
練
習
を
す
る
中
で
学
ん
だ
こ
と
は

本
当
に
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。様
々
な
こ

と
が
あ
っ
た
け
れ
ど
、そ
れ
を
共
に
乗
り
越

え
た
か
ら
こ
そ
か
け
が
え
の
な
い
仲
間
も

で
き
ま
し
た
。そ
し
て
友
達
や
先
生
、周
り
の

人
た
ち
と
の
出
会
い
に
恵
ま
れ
た
お
か
げ

で
、充
実
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
ま
で
当
た
り
前
に
送
っ
て
き
た
生
活

が
で
き
な
く
な
る
と
思
う
と
寂
し
い
気
持

ち
も
あ
り
ま
す
が
、こ
の
尚
絅
で
得
た
も
の

を
大
切
に
し
な
が
ら
、新
た
な
環
境
で
も
活

か
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。
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感
じ
た
経
験
も
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
私
た
ち
は「
泣
く
人
」の
境
遇
や
事
情
に

同
情
し
共
感
す
る
こ
と
は
比
較
的
安
易
に

で
き
ま
す
。で
す
か
ら
泣
く
人
と
共
に
泣

く
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
難
し
い
こ
と
で
は
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し「
喜
ぶ
人
」

の
境
遇
や
事
情
を
無
条
件
に
受
容
し
共
に

喜
ぶ
こ
と
は
そ
う
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
特
に
自
分
と
利
害
が
相
反
す
る
よ
う
な

場
合
、羨
望・嫉
妬
心
の
よ
う
な
も
の
が
邪

魔
を
し
て
素
直
に
共
に
喜
ぶ
こ
と
は
困
難

で
す
。

　
ど
う
か「
喜
ぶ
人
と
共
に
喜
び
、泣
く
人

と
共
に
泣
く
」こ
と
は「
他
者
と
共
に
生
き

る
」こ
と
の
基
本
で
あ
る
こ
と
と
受
け
止

め
て
こ
の
困
難
を
克
服
し
、心
の
底
か
ら

共
に
喜
び
、共
に
泣
く
者
と
し
て
成
長
し

て
下
さ
い
。み
な
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
人

生
が
神
様
に
祝
福
さ
れ
た
幸
せ
な
一
生
で

あ
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

　
卒
業
さ
れ
る
み
な
さ
ん
、ご
卒
業

お
め
で
と
う
。み
な
さ
ん
の
こ
れ
か
ら

の
人
生
が
人
を
愛
し
、人
に
愛
さ
れ
る

日
々
で
あ
る
よ
う
に
と
の
願
い
を
込
め

て
次
の
聖
句
を
お
贈
り
し
ま
す
。

　「
喜
ぶ
人
と
共
に
喜
び
、

　
　
　
　
　
泣
く
人
と
共
に
泣
き
な
さ
い
」

　 

　
　
　 

（「
ロ
ー
マ
の
信
徒
へ
の
手
紙
」12
章
15
節
）

　
こ
の
言
葉
は
尚
絅
の
教
育
目
標
で

あ
る「
他
者
と
共
に
生
き
る
」を
も
っ
と

も
わ
か
り
や
す
く
教
え
る
言
葉
で
す
。

み
な
さ
ん
は
尚
絅
に
入
学
以
来
、幾
度

と
な
く「
他
者
と
共
に
生
き
る
」と
か

「
共
に
生
き
る
」と
い
う
言
葉
を
見
聞

き
し
、ま
た
そ
れ
を
実
践
す
る
機
会
を

経
験
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。そ
の

中
に
は
喜
ぶ
人
と
共
に
喜
ぶ
こ
と
、泣

く
人
と
共
に
泣
く
こ
と
も
含
ま
れ
て

い
た
こ
と
で
し
ょ
う
し
、実
際
に
は
泣

く
人
と
共
に
泣
く
こ
と
よ
り
も
、喜
ぶ

人
と
共
に
喜
ぶ
こ
と
の
方
が
難
し
い
と

　
第
42
回
、尚
絅
音
楽
教
室
発
表
会
が
11
月

３
日（
月
）戦
災
復
興
記
念
館
に
て
行
わ
れ

ま
し
た
。幼
稚
園
年
中
の
お
子
さ
ん
か
ら
、

音
楽
大
学
受
験
を
控
え
た
高
校
生
ま
で
、そ

れ
ぞ
れ
が
自
分
の
進
度
や
目
標
に
合
わ
せ

て
一
生
懸
命
に
練
習
し
た
曲
を
、１
人
ず
つ

舞
台
で
演
奏
す
る
様
子
に
、会
場
に
集
ま
っ

た
お
客
様
か
ら
暖
か
い
拍
手
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。特
に
今
年
は
、小
学
生
の
男
の
子
の

出
演
が
多
く
、音
楽
の
勉
強
が
本
当
に
好
き

な
子
供
が
楽
し
ん
で
習
っ
て
い
る
、と
い
う

印
象
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、合
唱
教
室
の
発
表
で
は
、各
自
が

伸
び
伸
び
と
歌
い
、表
現
す
る
喜
び
を
全
身

で
表
し
て

い
ま
し
た
。

弦
楽
合
奏

の
発
表
で

は
、限
ら
れ

た
練
習
時

間
の
中
で
、

皆
が
お
互

い
の
音
を

聴
き
あ
い
、

協
調
し
て

ひ
と
つ
の

作
品
を
仕

上
げ
た
努

力
が
う
か

が
わ
れ
、そ

の
演
奏
は
聴
衆
に
感
銘
を
与
え
て
い
ま
し

た
。

　
今
回
は
短
期
大
学
部
保
育
科
専
任
講
師

で
あ
る
土
田
定
克
先
生
が
、賛
助
出
演
し
て

下
さ
い
ま
し
た
。曲
は
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー

作
曲
の「
く
る
み
割
り
人
形
」か
ら
、ピ
ア
ノ

独
奏
用
に
編
曲
さ
れ
た
も
の
で
、華
麗
な
テ

ク
ニ
ッ
ク
と
音
色
に
、会
場
の
聴
衆
は
目
を

み
は
り
、息
を
の
ん
で
聴
き
入
り
ま
し
た
。

　
音
楽
を
始
め
た
い
、よ
り
高
い
レ
ベ
ル

へ
、と
思
っ
て
い
る
方
々
と
と
も
に
尚
絅
音

楽
教
室
は
こ
れ
か
ら
も
一
生
懸
命
、活
動

を
続
け
て
ま
い
り
ま

す
。き
っ
と
音
楽
が
あ

な
た
の
す
ば
ら
し
い

宝
物
に
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

（
尚
絅
音
楽
教
室
講
師

　
高
塚
美
奈
子
）

　『
専
攻
科
室
』？
保
育
科
の
頃
は
も
ち
ろ

ん
部
屋
は
設
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

驚
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。専
攻
科
室
と

は
専
攻
科
生
の
た
め
の
部
屋
で
、１
、２
年
生

合
同
で
使
っ
て
い
る
の
で
１
つ
の
部
屋
に
20

人
程
度
の
生
徒
が
過
ご
し
て
い
ま
す
。い
わ

ゆ
る
生
活
の
場
で
す
。

　
こ
の
専
攻
科
の
２
年
間
で
は
多
く
の
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。保
育
の
詳
し
い
勉
強
は

も
と
よ
り
、人
と
人
と
の
繋
が
り
の
大
切
さ

を
深
く
学
ん
だ
気
が
し
ま
す
。先
生
方
と
の

関
係
も
密
接
に
な
り
、大
切
な
友
情
を
育
み

ま
し
た
。

　
段
々
と
春
が
近
づ
き
、こ
ん
な
に
も「
卒

業
し
た
く
な
い
」と
思
っ
た
こ
と
は
初
め
て

で
す
。し
か
し
、出
会
い
が
あ
れ
ば
別
れ
も

あ
り
ま
す
。社
会
人
と
し
て
新
し
い
生
活
が

始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
今
、専
攻
科
で
の
経

験
を
糧
に
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

尚
絅
音
楽
教
室
ご
案
内

男
女
を
越
え
て
わ
か
り
合
い
た
い

名
取
市
男
女
共
同
参
画

川
柳
・
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

受
賞
報
告

温
暖
化
を
防
い
で
地
球
を
救
お
う

エ
コ
de
ス
マ
イ
ル

コ
ン
テ
ス
ト
み
や
ぎ

尚
絅
音
楽
教
室

暖
か
い
拍
手
を
い
た
だ
き
ま
し
た

発
表
会

科
目
は
入
門
コ
ー
ス
、ピ
ア
ノ
、ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
、チ
ェ
ロ
、声
楽
、ソ
ル
フ
ェ
ー

ジ
、保
育
科
・
音
大
受
験
科
等
あ
り
、発
表

会
、著
名
な
先
生
方
の
公
開
講
座
や
特
別

レ
ッ
ス
ン
等
も
行
っ
て
い
ま
す
。

音
楽
を
愛
す
る
３
歳
か
ら
大
人
の
方
ま

で
幅
広
い
方
々
が
学
ん
で
い
ま
す
。あ
な

た
も
音
楽
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
！
楽

し
く
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。入
室
随
時
。

見
学
、体
験
も
歓
迎
。

■
連
絡
先

　
０
９
０-

６
６
８
９-

７
８
８
４

　
10
時
〜
19
時（
日
祭
日
を
除
く
）

笑
顔
咲
く
　
夫
婦
で
並
ぶ
　
台
所

現
代
社
会
学
科
・
浅
野
美
由
紀

家
事
育
児
　
父
も
参
加
で
　
母
笑
顔

現
代
社
会
学
科
・
遠
藤
瑞
穂

赤
子
の
手
　
は
さ
ん
で
に
ぎ
る
　
夫
婦
の
手

人
間
心
理
学
科
・
高
橋
良
聡

わ
た
し
た
ち
　
２
人
で
や
る
よ
　
子
育
て
も

現
代
社
会
学
科
・
阿
部
萌

喜
ぶ
人
と
共
に
喜
び
、

　
　  

泣
く
人
と
共
に
泣
く

学
院
長
　
宍
戸
朗
大

こ
の
春
、羽
ば
た
い
て
い
く

　
尚
絅
学
院
卒
業
生
の
皆
さ
ん
へ

高
等
学
校
／
岩
田
祥
子

短
期
大
学
部
・
保
育
科
保
育
専
攻

齋
藤
奈
々

生
活
環
境
学
科
　
２
年
　
加
茂
弘
大

総
合
人
間
科
学
部
・
健
康
栄
養
学
科

三
上
智
美
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毎
に
市
民
公
開

講
座
と
し
て
地

域
の
方
と
歩
ん

で
き
て
い
る
の

で
、
こ
れ
か
ら

も
続
け
て
い
き

た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

（
大
崎
支
部
　

前
支
部
長
　
藤

木
ち
か
）

　
９
月
27
日（
土
）13
年
ぶ
り
に
登
米
支
部

総
会
を
開
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。26
名
の

参
加
の
中
、礼
拝
・
総
会
・
祝
会
と
今
ま
で
の

空
白
を
埋
め
る
か
の
よ
う
に
、讃
美
歌
を
歌

　
同
窓
生
の
み
な
さ
ん
、お
元
気
で
す
か
。

こ
こ
に
１
年
間
を
振
り
返
り
活
動
報
告
を

致
し
ま
す
。ま
ず
、行
事
の
ひ
と
つ
一
つ
に

多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。各

支
部
も
そ
れ
ぞ
れ
に
な
ご
や
か
で
尚
絅
精

神
の
心
が
あ
ふ
れ
て
い
て
、最
寄
会
、厚
生

部
、ぶ
ど
う
の
会
の
活
動
も
楽
し
み
な
が
ら

良
き
交
わ
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、今
年
は
学
校
か
ら
エ
ラ
オ
ー
パ
ト

リ
ッ
ク
ホ
ー
ム
の
閉
館
式
に
招
か
れ
て
多

く
の
卒
業
生
が
一
同
に
会
し
河
内
愛
子
さ

ん
、石
田
由
紀
子
さ
ん
は
思
い
出
を
語
り
、

解
体
を
惜
し
む
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
し
て
く
だ

さ
り
、感
慨
深
い
時
を
共
に
過
ご
し
ま
し

た
。

　
学
校
は
さ
ら
な
る
飛
躍
の
時
を
迎
え
て

お
り
ま
す
。募
金
を
通
じ
て
私
ど
も
は
１
つ

に
な
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。支
え
合
っ

て
来
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

い
、学
院
の
来

賓
の
先
生
方

の
お
話
に
耳

を
向
け
、祝
会

で
は
楽
し
く

時
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き

ま
し
た
。登
米

市
長
の
お
ば

あ
様
が
尚
絅

だ
っ
た
と
い

う
こ
と
も
あ

り
、市
長
に
も

ご
出
席
い
た

だ
き
、ま
た
、佐
々
木
学
長
も
登
米
出
身
と

嬉
し
い
事
実
も
わ
か
り
ま
し
た
。来
年
度
か

ら
は
、力
を
合
わ
せ
母
校
の
為
に
頑
張
っ
て

い
こ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
登
米
支
部
　
支
部
長
　
管
野
紘
子
）

行
っ
て
お
り
ま
す
。気
軽
に
参
加
で
き
ま
す

の
で
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
い
ら
し
て
下

さ
い
。

（
代
表
　
福
士
淑
恵
）

　「
聖
書
と
讃
美
歌
を
楽
し
む
会
」と
し
て
、

１
月
を
除
く
奇
数
月
の
第
１
月
曜
日
、午
前

10
時
か
ら
12
時
ま
で
尚
絅
音
楽
教
室
を
会

場
に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、同
窓
会
行
事
で
の
歌
、慰
問
演

奏
等
の
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

（
ぶ
ど
う
の
会
会
長
　
小
山
峯
子
）

21
〜
44
年
卒
業
の
世
代
の
違
う
同
窓
生
が

友
達
を
誘
い
合
い
、母
校
や
同
窓
会
の
最
近

の
情
報
や
懐
か
し
い
在
校
時
の
思
い
出
な

ど
を
語
り
、生
徒
の
時
に
は
知
ら
ず
に
過
ご

し
て
き
た
母
校
の
大
切
な
歴
史
を
学
ぶ
機

会
を
、ま
た
、ゲ
ー
ム
に
興
じ
た
り
と
、美
味

し
い
食
事
を
い
た
だ
き
き
な
が
ら
楽
し
い

同
窓
生
の
交
わ
り
の
一
時
を
過
ご
し
て
お
り

ま
す
。

（
代
表
　
菊
田
弘
子
）

　
毎
月
第
４
金

曜
日
に
、広
瀬
校

舎
に
て
、同
窓
会

行
事
で
の
手
作

り
バ
ザ
ー
に
向

け
て
作
品
作
り

を
し
て
お
り
ま

す
。特
に
今
年
は
、

学
院
へ
の
募
金
の

為
、第
２
金
曜
日

に
も
集
ま
り
月

２
回
の
活
動
を

重
唱
、中
高
教
員
の

小
川
祐
弥
先
生
の

ピ
ア
ノ
独
奏
、恒
例

の「
ハ
レ
ル
ヤ
コ
ー

ラ
ス
」も
感
動
的
で

し
た
。祝
会
で
は
、

千
葉
育
栄
さ
ん
の

手
話
讃
美
歌
、尚
絅

幼
稚
園
教
員
の
楽
し
い
手
遊
び
讃
美
歌
で

皆
様
童
心
に
返
り
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し

ま
し
た
。厚
生
部
の
バ
ザ
ー
、ぶ
ど
う
の
会

の
歌
、同
窓
生
の
司
会
者
な
ど
多
く
の
方
の

ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。ハ

レ
ル
ヤ
！

（
副
会
長
　
氏
家
道
子
）

　
宮
城
県
と
関
東
支
部
に
は
、「
最
寄
会
」が

あ
り
ま
す
。宮
城
県
の
場
合
、仙
台
市
の
５
つ

の
区
ご
と
に
あ
り
、各
々
集
ま
り
親
睦
を
深

め
て
お
り
ま
す
。そ
の
中
か
ら
、今
回
は
青
葉

区
最
寄
会
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
青
葉
区
最
寄
会
　
喜
楽
会
の
活
動
】

　
青
葉
区
最
寄
会
は
、昨
年
発
足
し
て
、４
、

７
、
11
月
の

例
会
を
行

な
っ
て
い
ま

す
。「
地
区
の

同
窓
生
が
気

楽
に
集
い
食

事
と
楽
し
い

語
ら
い
を
」

と
の
事
で

〝
喜
楽
会
〟と

命
名
し
ま
し

た
。
現
在
Ｓ

　
12
月
13
日（
土
）中
学
校
礼
拝
堂
に
て

１
３
０
名
を
超
え
る
参
加
者
の
下
行
な
わ

れ
ま
し
た
。広
瀬
奈
緒
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い

独
唱
で
始
ま
り
、仙
台
北
教
会
の
川
端
純
四

郎
先
生
の

「
讃
美
歌
・
き

よ
し
こ
の

夜
」が
作
ら

れ
た
時
代

背
景
な
ど
の

お
話
し
を
興

味
深
く
拝
聴

い
た
し
ま
し

た
。
広
瀬
さ

ん
と
鈴
木
真

衣
さ
ん
の
二

昭
和
42
年
高
校
卒
　
早
坂
美
恵
子
様

社
会
福
祉
法
人
宮
城
県
福
祉
事
業
協
会
に

39
年
間
勤
務
。08
年
３
月
ま
で
小
田
原
保
育

園
所
長
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

す
ば
ら
し
い

支
え
合
い
の
賜
物

１
年
を
振
り
返
っ
て

　
尚
絅
学
院
同
窓
会
で
は
、北
は
北
海
道
、

南
は
関
西
ま
で
15
支
部
が
活
動
し
て
お
り

ま
す
。毎
年
６
月
よ
り
12
月
ま
で
支
部
総
会

が
行
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
。今
回
は
、各
支
部

の
写
真
と
20
周
年
を
迎
え
た
大
崎
支
部
、13

年
ぶ
り
に
再
開
し
た
登
米
支
部
を
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

支
部
紹
介6/21 関西支部総会

7/5 名取支部総会（5周年記念）6/28 岩手支部

7/19 塩釜支部総会7/12 岩沼支部総会

9/20 亘理支部総会9/6 北海道支部総会

9/27 登米支部総会

10/25 仙南支部総会

10/11 気仙沼支部総会 10/18 山形支部総会

11/15 東海支部総会

10/4大崎支部総会

12/6 関東支部クリスマス会（80 周年記念）

　　
10
月
４
日（
土
）、今
年
の
支
部
総
会
は
、

「
大
崎
支
部
設
立
20
周
年
記
念
行
事
」と
し

て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
１
部
開
会
礼
拝
、２
部
総
会
、そ
し
て
３

部
に
、歌
を
通
し
て
食
育
の
仕
事
に
携
わ

り
活
躍
し
て
い

る
飯
渕
由
美
さ

ん
と
東
松
島
市

の
コ
ー
ラ
ス
グ

ル
ー
プ〝
ハ
ラ
ハ

ラ
シ
ン
ガ
ー
ズ
〟

を
招
い
て
の「
記

念
コ
ン
サ
ー
ト
」

を
開
催
し
楽
し

い
ひ
と
時
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　
３
部
は
、５
年

大
崎
支
部

地
域
の
方
も
一
緒
に

Pick
up
1

登
米
支
部

再
会
の
秋

Pick
up
2

ク
リ
ス
マ
ス
賛
美

礼
拝
・
祝
会

美
し
い
歌
声
と
感
謝
に
満
ち
た
ひ
と
と
き

最
寄
会

親
睦
を
深
め
て
い
ま
す

厚
生
部

参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

ぶ
ど
う
の
会

皆
さ
ん
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う

'09年度支部総会

皆様の参加お待ちしております

１５支部総会

11/8 石巻支部総会

S
H
O
K
E
I
 
D
O
U
S
O
U
K
A
I
 
R
E
P
O
R
T

支部名 本年度開催日 支部長
関 西 6月20日

6月27日
7月 4日
7月11日
7月18日
9月 5日
9月19日
9月26日
10月3日
10月10日
10月17日
10月24日
11月14日
11月21日
12月5日

岩 手
名 取
岩 沼
塩 釜
北 海 道
亘 理
登 米
仙 南
気 仙 沼
山 形
大 崎
石 巻
東 海
関 東

播　 節 子
道又　百合子
小野　すゑの
佐藤　裕子

（代行）遠藤　和子
小野　樹子
高橋　泰子
管野　紘子
上西　則子
森田　文子
佐藤　徳子
佐藤　了子

丁子　婦貴子
伊藤　八千穂
池田　世子

★

★

★

※開催はいずれも土曜日となっております。　※★は新支部長です

同
窓
会
コ
ー
ナ
ー

各
地
で
開
か
れ
て
い
る
支
部
総
会
。
皆
さ
ん
は
ご
存
じ
で
し
た
か
？

同
窓
会
の
今
年
一
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。

あ
な
た
の
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

会
長
　
鶴
間
順
子

秋
の
叙
勲

「
瑞
宝
単
光
章
」受
賞

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

日程：09年5月16日（土） 
場所：江陽グランドホテル総会
09年8月3日（月） 輪王寺内北山霊園八三会

09年12月12日（土）広瀬校舎クリスマス讃美礼拝・祝会

現
在
、同
窓
会
一
丸
と
な
り
募
金
活
動
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。声
が
け
し
あ
っ
て
母

校
の
発
展
の
た
め
に
皆
で
さ
さ
げ
ま
し
ょ

う
。文
書
の
届
い
て
な
い
方
、事
務
局
に
ご
一

報
を
。す
ぐ
発
送
で
き
ま
す
。

募
金
に
つ
い
て
の
お
願
い

ご案内

本部行事


